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連携パス懇談会での合意事項連携パス懇談会での合意事項

• 各病院での同一形式のパス

A4ファイル

各病院の実情に応じた微調整可能

運用は病院ごと

今後冊子化を検討



大腸がんパスの概要大腸がんパスの概要
• 原則として告知患者を対象

• 術後のfollow up (5年まで)が中心

• 連携施設によっては

補助化学療法

内視鏡

CTも考慮

• 大腸がん以外の検診に関しては対象外

個々に対応
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結腸癌と直腸癌のパスの違い結腸癌と直腸癌のパスの違い
 

(p7(p7‐‐p9)p9)

• 直腸癌に直腸指針が含まれる(手術病院)
• 直腸癌で内視鏡検査1、2、3年目にあり

• 直腸癌でCTが骨盤まで

現実には結腸癌でも胸部から骨盤まで施行

• 直腸癌で4年6か月、5年6か月のfollowが
 

連携病院でも
 可能

現実には手術病院での試行







福山市民病院の場合福山市民病院の場合
• 9か月、1年3か月、1年9か月といった時期の血液検査を

 依頼(CEA以外にCA19-9を含む場合あり)
• 結果を(血清Cr値を含む)1年、1年6か月、2年といった時

 期に当院へ持参いただきCT施行、結果を報告

(原則最近3か月以内の血清Cr値で造影CTの施行を判断)
• 内視鏡可能な施設には1、(2)、3年目の内視鏡を依頼

























術後の腹部症状について術後の腹部症状について
 

(p33(p33‐‐37)37)
• 腹痛、排便異常

連携施設に連絡、必要あればご紹介をいただく

• ストーマトラブル

可能なら連携施設で、必要あればご紹介をいただく

当院ストーマ外来

• 連携施設休診日は直接当院へ

• いずれも状況に応じて臨機応変に対応





下剤は排便状況をみて調節してください。





術後補助化学療法について術後補助化学療法について
 

(p39)(p39)

• Stage(Ⅱ)、Ⅲに対し6か月間施行

ゼローダまたはUFT/LV



術後再発抑制・生存率の向上を目的として手術後に補

 
助化学療法をStageⅢおよびStage Ⅱhigh risk症例に

 
行っております。

一般的には抗がん剤を６ヶ月行っていただいており

 
ます。

大腸癌研究会による大腸癌治療ガイドライン2009

 
年版から、術後フォローアップスケジュールを抜粋い

 
たしました。

術後の再発率の違いから、結腸・直腸Ｓ状部がんと

 
直腸がんおよび、StageⅠ・ⅡとStageⅢで若干のフォ

 
ローアップの違いがあります。



Covering stomaCovering stomaにつてにつて

• 縫合不全ハイリスク症例に施行

• 通常術後2-3か月に閉鎖

• 補助化学療法施行の場合は6+α(1)か月後に閉鎖



５大がん地域連携パス懇談会


